
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡浜市教育委員会 
教育支援室 ☎ 21-6864 
sien1@yawatahama.ed.jp 
令和７年２月３日 発行 

教育支援室だより 
繋がりを育む、優しいまちづくり 

教育支援室室長 甲野 正人 
 

新しい年が始まり、初めてのたよりをお届けいたします。 

年が明ける少し前、昨年 11月のことになりますが、NPO法人くじらさ

んが企画された「優しい町づくりセミナー」に参加する機会がありまし

た。そこで、東近江市から講師としていらっしゃったのが、車いすのサ

ッカーコーチ、高橋平さんです。遠方から八幡浜まで、ご自身で運転し

て来られたという行動力に、まず心を動かされました。そして、その講

演の冒頭で高橋さんが語られた次の話が、強く印象に残りました。 

高橋さんが、ふと、みなっとで出会った中学生くらいの女の子二人に

声をかけられた時のことです。「ねえ、君たちはいつもどこで過ごしてい

るの？」という問いに、二人は「どこもないんよな･･･」と寂しそうに答

えたそうです。しかし、その直後、一人の子がはにかみながら言った次

の言葉は、大切なことを教えてくれます。 

「うちは、この子と一緒やったら、どこでもいいんよ。どこでも楽し

い！」子どもたちにとって、安心して過ごせる場所を作ることは、もち

ろん重要です。しかし、それ以上に、心を許せる仲間との温かい繋がり

が、子どもたちの心をどれほど豊かにしてくれるかを物語っています。

どんな場所であっても、「この子と一緒なら」と思える友がいれば、そこ

がかけがえのない居場所になるのです。 

高橋氏が設立された「東近江 FCレジリエンス」は、「もうひとつの家

族」をビジョンに掲げ、障がいのある子どもたちに安心して過ごせる場

所と、かけがえのない仲間との繋がりを提供しています。 

私たちは、子どもたち同士の繋がり、親子の繋がり、 

そして、保護者の皆様同士の温かい繋がりづくりに、よ 

り一層力を入れていきたいと考えております。 

本年も、変わらぬご理解ご協力をお願い申し上げます。 

第31号 

 今年度の教育支援室活動状況（12月末現在） 
 
【支援室相談事業】 
〇電話相談 391回 
〇来室相談  59回 
〇訪問相談 368回 
〇巡回相談(保育所･幼稚園等) 86回 
〇発達検査 38回 
〇カウンセリング 52回 
〇放課後等療育支援 16回 
〇ペアレント・メンター個別相談・カフェ     ４回 
 

【いじめ・不登校、特別支援等の実態把握】 
〇定期学校訪問                32回 
〇アンケート調査及び結果の分析・公表       １回 
〇市・各ブロックいじめ対策委員会           10回 
〇発達障がい支援アドバイザー学校訪問       31回 
 

【療育・教育相談】（１月末現在） 
講師  桑原綾子先生(ここはうす副理事長) ２回６組 
講師  幸田裕司先生(教育支援室 SSW)      ３回９組 
※ 次回３月 14日(金) 13:00～ 講師(桑原先生) 
 

【発達支援に関する講演会Ⅰ】10月 27日(日) 参加者 62人 
演題「発達課題のある子どもが 自立して社会参加できる 

大人になるために」 
講師 縄岡 好晴 氏 (明星大学 人文学部 准教授) 
 

【発達支援に関する講演会Ⅱ】11月 24日(日)   参加者 48人 
演題「えひめ きこえ と ことばの教室」の取組から 

聞く力、発する力を引き出す手法を学ぼう 
講師 札辻 静美氏 (磯貝メソッド 認定講師) 
 

【新規採用等学校生活支援員研修会】４月 1日(月)参加者６人 
 
【学校生活支援員研修会】７月 26日(金)      参加者 48人 
講話「児童生徒の自立と社会参加を促す学校生活支援員の役

割と関わり方」 
講師 星野 礼子（発達障がい支援アドバイザー） 
 

【市教育相談員等研修会】８月 26日(月)      参加者 14人 
演題 不登校児童生徒の「自立に向けた一歩」を支援する 

取組について」 
講師 坪田 朋也 氏（愛媛県教育支援センター 指導主事） 
 

【Ｓ Ｓ Ｔ (ソーシャル・スキル・トレーニング)】 
〇学校・生活・スポーツスキル      ４回 43人 
〇アートセラピー（マイブックを作ろう）  １回 10人 
〇クレイセラピー（お皿を作ろう）     １回 14人 
 

【ミュージック・ケア】（音楽療法）     ４回 53人 
 
【にこにこみかんトーク】(保護者座談会)   ２回６人 
 
【きりんカフェ】４回開催 ※次回２月 19日(水)10:00～ 
 
【ペアレント・トレーニング】     全７回  ４人 
 
【ペアレント・メンターフォローアップ研修】１回（9/29） 
 
【こやらい勉強会＆相談会】２月 17日(月)・３月 11日(火) 

学校が苦手な子ども、特別な支援や配慮が必要な子どもを持つ 

保護者のための「こやらい勉強会＆相談会」について 
 
お子さんの将来を考える時に、進路や就職は一大イベントであると同時

に、私たち親にとっても、どう関わればいいか悩ましいテーマだと思いま
す。皆さんと最新情報を共有し、お子様の個性や未来について一緒に考え、
新たな発見があれば嬉しいと思っています。もちろん、正解は一つではあ
りません。だからこそ、かしこまらずに、たまにはお茶でも飲みながら、
ざっくばらんにお話ししませんか？ 
この勉強会＆相談会が、わくわくするような時間になるよう、私たちも

一緒に学びたいと思っています！ 
参加してみようと思われる方は、とりあえずの登録をお願いします。 

＜内容＞ 
○勉強会は、２年間で４～５回、各回約２時間を予定 
○講師による講演と質疑応答 
○参加者同士の意見交換（参加自由） 
○個別相談会（事前申し込みが必要） 

※ ご都合の良い回にご参加いただけます。内容につい 
ては、登録者に随時お知らせします。 

＜登録方法 －随時登録－＞ 
次のいずれかの方法で、参加する方のお名前とお子 

さんの学校名をお知らせください。 
・電話で申込み   ２１－６８６４（教育支援室） 
・メールで申込み  sien1（イチ）@yawatahama.ed.jp 
・ＬＩＮＥで申込み（友達登録→お名前と学校名を返信） 

ＳＳＴ夏休みイベント「クレイセラピー」の作品ができ上がりました！ 
７月に、親子６組 14名が参加して行われたクレイセラピーの作品が、焼き上がりました。今回は、２色の色粘土で、それぞれ小さなお団子

をたくさん作り、そのお団子を並べて寄せ集め、手のひらでたたきながら皿を作りました。どの作品も、ツートンカラーを生かしたデザイン

で、個性あふれる世界で一つだけのすてきなお皿となりました。このお皿の上には何がのせられるのでしょうか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
増加傾向にある支援を要する子どもや、家庭・学校をサポートしていきます。  

 
        教育支援室（保内庁舎１階） 困ったことがあったら、いつでもご相談ください。 

 

☆ 電話相談・来室相談（八幡浜市教育委員会教育支援室）   ☆ 心の悩み 110番（旧八幡浜いじめ 110番） 

 ０８９４-２１-６８６４ 月～金 8:30～17:00              ０１２０-８０５-４１５ 月～金 8:30～17:00 
 

☆ 警察安全相談（八幡浜警察署）                         ☆ いじめ相談ダイヤル２４（愛媛県教育委員会） 

 ０８９４-２２-０１１０ 24時間受付                     ０１２０-０-７８３１０ 24時間受付 
 

☆ 児童相談所全国共通ダイヤル（厚生労働省）             ☆ こどもの人権 110番（法務局） 

 １８９（いちはやく）児童虐待通報電話 24時間受付       ０１２０-００７-１１０ 月～金 8:30～17:15 
 

☆ こども電話「ひびき」(ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝﾊｰﾄｺｰﾙ･えひめ)         ☆ １８歳までのチャイルドライン(ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝ支援ｾﾝﾀｰ) 

 ０８９-９１７-７７９７ ５と０の付く日 16:00～21:00     ０１２０-９９-７７７７ まいにち 16:00～21:00 
 

☆ やわたはま元気ノート(児童生徒のタブレット端末を利用したセルフチェックとＳＯＳなんでも相談の実施) 

発達支援に関する講演会Ⅰ  縄 岡  好 晴 氏 ( 明星大学人文学部 福祉実践学科准教授 ) 
10月 27日(日)、保内庁舎大会議室で縄岡好晴氏をお迎えして、発達支援に関する講演会を実施しました。「発達課題のある子どもが

自立して社会参加できる大人になるために」の演題のもと、知的･発達障がいの理解と支援の在り方について、具体的な事例を織り交ぜ

ながらお話をしていただきました。「 発達障害者 ＝『生活障害者』 」という考え方のもと、生活の基本ルールを守る、あるいは良好

な対人関係を保つなど、ソフトスキルが低いことが就労に支障をきたす可能性があることから、ライフスキル・ソフトスキルを丁寧に

アセスメント〈評価〉することが重要であると話されました。アセスメントの手法として、ベッカー職場適応プロフィール（日本語版）

「ＢＷＡＰ２」について具体例を示しながら説明をしていただきました。子どもたちが、将来、社会で活躍できるよう、働く大人にな

ることができるよう、ライフスキルの積み重ねが大切であり、就労の定着支援にもつながるものであることを強調されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達支援に関する講演会Ⅱ 札 辻  静 美氏 ( 磯貝メソッド 認定講師 )  
11月 24日(日)、ゆめみかんサブホールで札辻静美氏をお迎えして、発達支援に関する講演会を実施しました。演題は「 『えひめ き

こえ と ことば の教室』の取組から、聞く力、発する力を引き出す手法を学ぼう！」の演題のもと、日本語の発音の特性や相手に伝わ

る発声方法について、理論的に、かつ分かりやすくお話をしていただきました。途中、受講者全員で「きらきらぼし」を歌う実習を行

いました。「 き ら き ら ひ か る … 」の歌詞を母音のみで「 い あ い あ い あ う … 」と歌った後、母音を意識しながら普通に

歌ってみると、歌声がより明瞭になり響きました。講師の札辻先生は、マイクを使用されず肉声で講演されました。大きな声は出され

ていないが、明瞭な発声と話し方で、話される声が心地よく耳に響き、講演の内容も自然と頭に入ってきました。発声方法によって、

言葉の伝わり方がこんなに変わるものだということを実感させられた講演会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しく学んだ ＳＳＴ（ソーシャル・スキル・トレーニング） 
 
ＳＳＴでは、発達に支援の必要な子どもたちが、苦手を克服し、やる気を引き出す    ソ―シャル・スキル・トレーニングの様子 

活動を経験しながら必要なコミュニケーション能力を身に付けていくことを目指して 

います。本年度は、以下の６回の開催となりました。 
 
①  6/15 スポーツスキル    ②  7/6  学校・生活スキル 

③  7/31 クレイセラピー    ④  8/22 アートセラピー 

⑤  9/7  学校・生活スキル    ⑥ 10/26 スポーツスキル 
 
参加者全員が楽しみながらスキルアップを目指した活動になりました。参加者及び 

保護者の皆様方、スタッフとしてご協力いただきました先生方、誠にありがとうござ 

いました。年を追うごとに、子どもたち一人一人の成長が感じられ、とても嬉しく思 

います。今後も、子どもたちのスキルアップに向け、より充実した活動になるよう努 

力してまいりたいと思います。来年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

 


